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遅延の広がりがガードインターバルを超えるマルチパス環境にお
ける SIMO-OFDM 伝送特性の等価伝送路モデルによる統計的評価 
要旨 
 
Orthogonal Frequency Division Multiplexing(OFDM)伝送特性ではガードインタバル（GI）ま
たは サイクリックプレフィックス（CP）を組み込ことより、マルチパス伝搬による符
号間干渉の影響を大幅に低減できる。しかし遅延の広がりが非常に大きく GI時間を飛び
越える波が存在すると、この飛び越えた波により符号間干渉が生じてしまう。しかしこ
のような遅延の広がりが、GI時間を越えるような環境における OFDM伝送特性を定量的
に評価できるモデルはまた確立されてない。レリーフェージングや仲上―ライスフェジ
ング環境で発生する符号誤りの統計値を簡単に求められる手方として等価伝送路モデル
が提案されている。 
 
等価伝送路モデルは、周波数選択性フェージングが存在する移動通信において、フェー
ジング周期より十分長い時間の平均値としての BER（符号間干渉によるビット誤り率）
を求めたりするの極めて有効な手段になっている。この論文では、遅延の広がりを GI時
間を越えるよな環境における OFDM 伝送特性の解析を可能とする等価伝送路モデルを拡
張したモデルの提案を行い、そのモデルと厳密なシミュレーションの結果と比較して、
このモデルの近似精度が非常に良いことを示す。 
 
本研究では OFDM SIMO-MRC について ETPモデルを用いた統計的評価を行なう。レリ
ーフェージング環境における ETP モデルでの二波モデルの確率分布を理論的に求める部
分がキーポイントであるので、この分布に理論を置いている 
 
